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著
者
の
ゴ
リ
ー
・
タ

ラ
ッ
キ
ー
（G

oli Taraghi

）

は
一
九
三
九
年
テ
ヘ
ラ

ン
生
ま
れ
。
父
の
ロ
ト

フ
ォ
ッ
ラ
ー
は
、
自
ら
の

名
を
冠
し
た
『
進
歩
（
タ

ラ
ッ
キ
ー
）』
誌
の
編
集
者
で
国
会
議
員
で
も
あ
る
裕

福
な
人
物
で
あ
っ
た
。
い
つ
も
机
に
向
か
い
、
物
を
書

い
て
い
た
父
の
影
響
で
、
ゴ
リ
ー
は
早
く
か
ら
作
家
を

志
し
た
。
一
六
歳
で
渡
米
し
て
、
ア
イ
オ
ワ
に
あ
る
大

学
で
哲
学
を
学
び
帰
国
。
政
府
機
関
で
働
い
た
後
、
テ

ヘ
ラ
ン
大
学
芸
術
学
部
で
一
九
六
〇
年
代
か
ら
教
鞭
を

執
っ
た
。
革
命
後
は
パ
リ
に
生
活
の
拠
点
を
移
す
が
、

著
作
は
ペ
ル
シ
ア
語
で
行
い
、
イ
ラ
ン
で
刊
行
さ
れ
て

い
る
。

　
革
命
前
か
ら
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
数
少
な
い
女
性
作

家
の
一
人
で
あ
る
が
、
作
風
は
革
命
前
後
で
大
き
く
変

化
し
た
。
革
命
前
の
心
理
学
的
視
点
と
哲
学
的
思
考
に

依
拠
し
た
観
念
的
傾
向
を
脱
し
て
、
革
命
後
に
は
、
自

分
の
過
去
の
記
憶
や
体
験
に
基
づ
く
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
作
品
が
主
流
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
作
家
自
身
は
、
異
郷
暮
ら
し
の
不
安
が
自
分
を

過
去
の
安
定
・
安
心
に
包
ま
れ
た
記
憶
に
向
か
わ
せ
、

こ
の
よ
う
な
作
品
群
を
生
み
出
し
た
と
語
っ
て
い
る
。

　「
父
」
は
後
者
に
属
す
る
作
品
で
、ま
ず
短
編
集
『
散

り
散
り
の
思
い
出
』（
一
九
九
四
年
）に
収
め
ら
れ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
も
う
少
し
話
を
膨
ら
ま
せ
る
必
要
を

感
じ
、
短
編
集
『
二
つ
の
世
界
』（
二
〇
〇
二
年
）
に

増
補
の
上
、
再
録
さ
れ
た
。
本
書
の
翻
訳
は
後
者
を
底

本
と
し
て
い
る
。『
二
つ
の
世
界
』
の
序
言
に
は
、「『
散

り
散
り
の
思
い
出
』中
の「
シ
ェ
ミ
ー
ラ
ー
ン
の
バ
ス
」、

「
祖
母
の
家
」、「
小
さ
な
友
だ
ち
」と（「
父
」を
含
む
）『
二

つ
の
世
界
』
の
七
つ
の
短
編
は
、
一
つ
の
時
代
の
連
関

す
る
記
憶
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
将
来
、
長
編
小
説

の
章
に
振
り
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
う
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
　

　『
二
つ
の
世
界
』
に
つ
い
て
著
者
は
、「
二
つ
の
世
界

と
は
即
ち
、二
つ
の
存
在
法
、二
つ
の
視
点
、誕
生
と
死
、

過
去
と
未
来
、
想
像
と
現
実
、
子
供
と
大
人
、
伝
統
と

革
新
、
二
つ
の
地
点
、
こ
ち
ら
と
あ
ち
ら
、
出
発
と
帰

還
。
他
に
は
ど
う
で
し
ょ
う
？
　
人
間
は
矛
盾
と
二
元

性
に
囚
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
二
つ
の
世
界
の
間
の
往

来
と
争
い
は
誰
も
が
経
験
す
る
こ
と
で
す
。
…
…
（
中

略
）
…
…
で
も
、私
が
過
去
の
生
活
を
書
い
た
目
的
は
、

回
顧
録
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
作
家
で
、
物

語
を
書
く
の
が
仕
事
で
す
。『
二
つ
の
世
界
』
の
登
場

人
物
は
、
現
実
と
想
像
の
合
体
で
す
。
私
は
自
分
の
言

い
た
い
こ
と
を
言
う
た
め
に
彼
ら
を
創
造
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
二
つ
の
世
界
の
現
実
を
様
々
に
表
現
す
る
た

め
に
必
要
だ
っ
た
の
で
す
」
と
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ペ
ル
シ
ア
語
放

送
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
語
っ
て
い
る
。

　
実
際
に
二
つ
の
「
父
」
を
比
較
し
て
み
る
と
、
増
補

版
で
は
、
後
半
部
分
の
イ
ン
ド
人
英
語
教
師
の
ミ
ス

タ
ー
・
ガ
ズ
ニ
ー
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、
父
の

病
気
と
の
闘
い
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
主
人
公
は
、
二
人
の
生
き
様
と
死
か
ら
、
天
国
の

よ
う
な
安
心
に
包
ま
れ
た
家
庭
も
、
壁
の
向
こ
う
の
過

酷
な
現
実
社
会
と
決
し
て
無
縁
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
彼
女
も
、「
不
幸
な
出
来
事
の

こ
と
を
何
で
も
よ
く
知
っ
て
い
る
」
大
人
の
仲
間
入
り

を
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
秀
逸
な
の
は
、
結
末
で
語
ら
れ
る
料
理
人
ハ
サ
ン
・

ア
ー
ガ
ー
に
ま
つ
わ
る
後
日
談
で
あ
る
。
道
路
に
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
昔
の
わ
が
家
の
跡
で
一
瞬
視
線
を
交

わ
し
た
主
人
公
と
ハ
サ
ン
・
ア
ー
ガ
ー
の
間
に
、
数
限

り
な
い
思
い
出
が
浮
か
び
、
は
か
な
く
消
え
て
い
く
。

こ
の
シ
ー
ン
に
よ
っ
て
、
こ
の
作
品
は
単
な
る
子
供
時

代
の
思
い
出
話
で
は
な
く
、
人
生
の
重
み
を
し
み
じ
み

考
え
さ
せ
ら
れ
る
佳
作
と
な
っ
た
。

　
タ
ラ
ッ
キ
ー
作
品
の
他
の
日
本
語
訳
に
は
、
共
に
拙

訳
で
、「
わ
が
魂
の
太
母
」（『
す
ば
る
』
二
〇
〇
八
年

一
二
月
号
）と『
天
空
の
家
―
イ
ラ
ン
女
性
作
家
選
―
』

（
段
々
社
、
二
〇
一
四
年
）
の
表
題
作
が
あ
る
。
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